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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化粧品として許容される媒体中に、以下の式（Ｉ）の化合物である少なくとも１種のセ
ラミドを含む組成物を毛髪に適用するステップ、ここで前記組成物は、アイロンで処理す
る前にすすぎ落とされない、
【化１】

［式中、
　Ｒ１は、飽和又は不飽和の、直鎖か又は分岐のＣ９～３０炭化水素基を意味し、この基
は１個又は複数のヒドロキシル基で置換されていることもあり、これらのヒドロキシル基
は任意に飽和又は不飽和のＣ１６～Ｃ３０脂肪酸でエステル化されていてもよく；又は基
Ｒ”－（ＮＲ－ＣＯ）－Ｒ’－であり、ここでＲは、水素原子又はモノヒドロキシル化も
しくはポリヒドロキシル化されたＣ１～Ｃ１０炭化水素基であり、Ｒ’及びＲ”は炭化水
素基であり、これらの基の炭素原子の合計が９～３０個の間であり、かつＲ’が二価の基
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であり；
　Ｒ２は、水素原子又は（グリコシル）ｎ、（ガラクトシル）ｍもしくはスルホガラクト
シル基を意味し、ｎは１から４までの範囲の整数であり、ｍは１から８までの範囲の整数
であり；
　Ｒ３は、水素原子又は飽和もしくは不飽和のＣ１６～Ｃ２７炭化水素基であり、この基
は１個又は複数のＣ１～Ｃ１４アルキル基で置換されていることもあり；Ｒ３はまた、Ｃ

１５～Ｃ２６α－ヒドロキシアルキル基を意味してもよく、このヒドロキシル基はＣ１６

～Ｃ３０α－ヒドロキシ酸により任意にエステル化されていてもよく；
　Ｒ４は、水素原子、飽和又は不飽和のＣ１６～Ｃ２７炭化水素基又は基－ＣＨ２－ＣＨ
ＯＨ－ＣＨ２－Ｏ－Ｒ６を意味し、ここでＲ６はＣ１０～Ｃ２６炭化水素系の基を意味し
；
　Ｒ５は、水素原子又はモノヒドロキシル化もしくはポリヒドロキシル化したＣ１～Ｃ４

炭化水素基を意味する］；と
　１２０℃～２２０℃（但し、１２０℃を含まない）の間に加熱したフラット又は円筒形
アイロンを用いて、毛髪の温度を上げるステップとを含む毛髪処理方法。
【請求項２】
　アイロンを使用する前にドライヤーで毛髪を予備乾燥する追加のステップを含むことを
特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　少なくとも１種のセラミドを含む前記組成物が、還元剤を含む還元性組成物の前又は後
に適用されて、この還元性組成物の適用に続いて任意にすすぎが行われることを特徴とす
る、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも１種のセラミドを含む前記組成物が、さらに還元剤も含むことを特徴とする
、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記還元性剤が、チオグリコール酸及びそのエステル、システアミン及びシステインか
らなる群から選択されることを特徴とする、請求項３又は４に記載の方法。
【請求項６】
　乾燥した毛髪に酸化性組成物を適用する追加の固定ステップを含むことを特徴とする、
請求項３又は４に記載の方法。
【請求項７】
　毛髪をなめらかにするための請求項１、３又は４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、毛髪の処理方法及び毛髪をなめらかにする（ｓｍｏｏｔｈｉｎｇ）ための前
記方法の使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　持続的に毛髪の形を整える最も一般的な技法は、第１段階で、適切な還元剤を含む組成
物を用いてケラチン（シスチン）の二硫化物の－Ｓ－Ｓ－結合を開き（還元ステップ）、
こうして処理された毛髪をすすいだ後、続いて第２段階で、最終的に毛髪に所望の形状を
与えるために、前もって張力をかけておいた（ローラー等）毛髪に酸化性組成物を適用す
ることにより（酸化ステップ、また固定ステップとしても知られている）、前記二硫化物
の結合を再構成させることにあることが知られている。したがって、この技法により、毛
髪にウエーブをかけ、又はカールを解くもしくは真っ直ぐにすることが可能になる。上記
のような化学処理により毛髪に与えた新しい形状は、毛髪のセットなどの一時的に形を整
える標準的な簡単な技法とは異なり、著しく長く持続し、水又はシャンプーでの洗浄作用
に特によく耐える。
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【０００３】
　今までのところ知られているパーマネント技法の問題点は、毛髪にそれを適用すると、
その性質に長期の損傷を引き起こすことである。毛髪の性質にこの損傷が生じる決定的原
因は、毛髪の光沢などそのコスメティックは特性が減少すること、及び機械的性質が劣化
すること、より詳細には、還元ステップと酸化ステップの間のすすぎ中に毛髪が膨潤する
ことによりその機械的強度が劣化することである。これは毛髪の空隙率の増加としても反
映され得る。
【０００４】
　このようにして毛髪が弱くなり、ドライヤーでブローするなどの次の処理中に傷つきや
すい。
【０００５】
　この毛髪の性質を損う問題を解決するためにコンディショナーを使用することが知られ
ている。たとえば国際特許出願公開ＷＯ９９／１７７１９中のシリコーン、国際特許出願
公開ＷＯ００／４４３３７中のジメチコーン多価アルコールエステルとシラノール末端官
能基を含むポリペプチドの組合せ、あるいは国際特許出願公開ＷＯ０２／４１８５７中の
ペプチド及び／又はアミノ酸などがある。
【０００６】
　これらの解決法は、毛髪の損傷及びその特性の問題を完全に解決できないので、不満足
なことが分かった。特に毛髪を持続的に形を整える処理では、前記毛髪は不満足な手触り
を持つ。
【０００７】
　驚くべきことに、本出願人は、少なくとも１種のセラミドを含む組成物の施用、及びフ
ラット又は円筒形のアイロンを用いて、毛髪の温度を６０℃より高く上げることを含む毛
髪処理方法が、長く持続するコスメティックな特性、たとえば毛髪の滑らかさ、毛髪繊維
の張り及び再生、繊維のボリューム仕上げ（又は質感を出す）に優れ、及び十分にもつれ
がほぐれかつ柔軟な結果をもたらすことを発見した。
【０００８】
　フラット又は円筒形のアイロンを使用すると、特にセラミドが毛髪繊維中によりよく浸
透し、また洗髪した後その残留が増加する助けとなる。
【０００９】
　「アイロン」という用語は、毛髪を一般に６０℃より高い温度にする加熱用装置を意味
する。
【００１０】
　毛髪に接触するアイロンの先端は、様々な形状をしていてもよい。それは
フラットな表面（「フラットアイロン」）又は円筒形の表面（「円筒形アイロン」）を有
してもよい。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　したがって、本発明の主題は、以下に記述する毛髪処理方法である。
【００１２】
　本発明の主題はまた、毛髪をなめらかにするために前記方法を使用することである。
【００１３】
　本発明のその他の特徴、態様及び利点は、以下の説明及び様々な実施例を読むことによ
り、さらにより明らかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明によれば、毛髪処理方法は、
　化粧品として許容される媒体中に少なくとも１種のセラミドを含む組成物を毛髪に適用
するステップと、次いで、
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　組成物を任意ですすぐ前又は後に実施される、６０℃を超えて、好ましくは６０～２２
０℃の間、さらに好ましくは１２０～２００℃の間に加熱した、フラット又は円筒形のア
イロンを用いて毛髪の温度を上げるステップとを含んでいる。
【００１５】
　少なくとも１種のセラミドを含む前記組成物はアイロンで処理する前にすすぎ落とさな
いことが好ましい。
【００１６】
　前記組成物中に含まれ得るセラミドは、好ましくは以下の式（Ｉ）の化合物である。
【化１】

［式中、
　Ｒ１は、飽和又は不飽和の、直鎖又は分岐のＣ９～３０炭化水素基を意味し、この基は
１個又は複数のヒドロキシル基で置換されていることもあり、これらのヒドロキシル基は
任意に飽和又は不飽和のＣ１６～Ｃ３０脂肪酸でエステル化されていてもよく；又は基Ｒ
”－（ＮＲ－ＣＯ）－Ｒ’－であり、ここでＲは、水素原子又はモノヒドロキシル化もし
くはポリヒドロキシル化された、好ましくはモノヒドロキシル化されたＣ１～Ｃ１０炭化
水素基であり、Ｒ’及びＲ”は炭化水素基であり、これらの基の炭素原子の合計が９～３
０個の間であり、かつＲ’が二価の基であり；
　Ｒ２は、水素原子又は（グリコシル）ｎ、（ガラクトシル）ｍもしくはスルホガラクト
シル基を意味し、ｎは１から４までの範囲の整数であり、ｍは１から８までの範囲の整数
であり；
　Ｒ３は、水素原子又は飽和もしくは不飽和のＣ１６～Ｃ２７炭化水素系基であり、、こ
の基は１個又は複数のＣ１～Ｃ１４アルキル基で置換されていることもあり；Ｒ３はまた
、Ｃ１５～Ｃ２６α－ヒドロキシアルキル基を意味してもよく、このヒドロキシル基はＣ

１６～Ｃ３０α－ヒドロキシ酸により任意にエステル化されていてもよく；
　Ｒ４は、水素原子、飽和又は不飽和のＣ１６～Ｃ２７炭化水素基又は基－ＣＨ２－ＣＨ
ＯＨ－ＣＨ２－Ｏ－Ｒ６を意味し、ここでＲ６はＣ１０～Ｃ２６炭化水素基を意味し；
　Ｒ５は、水素原子又はモノヒドロキシル化もしくはポリヒドロキシル化したＣ１～Ｃ４

炭化水素基を意味する］
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　本発明の方法で使用することが好ましいセラミドは、特に、Ｒ１がＣ１６～Ｃ２２脂肪
酸から誘導された、任意にヒドロキシル化された飽和もしくは不飽和のアルキル基を意味
し；Ｒ２が水素原子を意味し；Ｒ３が任意にヒドロキシル化された飽和の直鎖Ｃ１５の基
を意味する、式（Ｉ）に対応するものであり、より具体的には、
　　Ｎ－リノレオイルジヒドロスフィンゴシン、
　　Ｎ－オレオイルジヒドロスフィンゴシン、
　　Ｎ－パルミトイルジヒドロスフィンゴシン、
　　Ｎ－ステアロイルジヒドロスフィンゴシン、
　　Ｎ－ベヘノイルジヒドロスフィンゴシン、
　　Ｎ－２－ヒドロキシパルミトイルジヒドロスフィンゴシン、
　　Ｎ－ステアロイルフィトスフィンゴシン、
又はこれらの化合物の混合物から、さらに好ましくは、Ｎ－オレオイルジヒドロスフィン
ゴシン、Ｎ－２－ヒドロキシパルミトイルジヒドロスフィンゴシン及びＮ－ステアロイル



(5) JP 4046237 B2 2008.2.13

10

20

30

40

50

フィトスフィンゴシンから選択される。
【００１８】
　前記セラミドは、組成物の合計重量に対して０．００１％～２０重量％、好ましくは０
．０１％～１０重量％、さらに好ましくは０．１％～０．５重量％の範囲の濃度で含まれ
る。特に好ましい本発明の濃度は、組成物の重量に対して０．５重量％である。
【００１９】
　本発明で使用した化粧品として許容される媒体は、好ましくは水又は水／溶媒混合物、
さらに好ましくはエタノール、イソプロパノール又はブタノールなどのＣ１～４低級アル
コールの水性アルコール溶液からなる。
【００２０】
　本発明による方法では、少なくとも１種のセラミドを含む組成物を、特に還元剤を含む
還元性組成物の前に又は後に適用することができ、この還元性組成物の適用に続いて任意
にすすぎが行われる。
【００２１】
　本発明の方法の他の実施形態では、少なくとも１種のセラミドを含む組成物自体がさら
に還元剤をも含む。
【００２２】
　本発明の方法で使用し得る還元剤は特に、亜硫酸及び／又は重亜硫酸、又は好ましくは
チオールのアルカリ金属もしくはアルカリ土類金属又はアンモニウム塩のような一般的に
持続的に毛髪の形を整える方法で使用されるものから選択される。これらの還元剤のうち
で、最も一般的に使用されるものは、システイン及びその様々な誘導体（特にＮ－アセチ
ルシステイン）、システアミン及びその様々な誘導体（特に、Ｎ－アセチルシステアミン
又はＮ－プロピオニルシステアミンなど、そのＣ１～Ｃ４アシル誘導体）、チオ乳酸及び
そのエステル（特にモノチオ乳酸グリセリル）、チオグリコール酸及びそのエステル、特
にモノチオグリコール酸グリセリル又はモノチオグリコール酸グリコール、ジチオジグリ
コール酸二アンモニウムもしくはチオグリコール酸アンモニウム、及びチオグリセロール
である。さらに以下の還元性化合物を挙げることができる：Ｎ－（２－メルカプトエチル
）グルコンアミドなどの糖のＮ－メルカプトアルキルアミド、β－メルカプトプロピオン
酸及びその誘導体、チオリンゴ酸、パンテチン、ヨーロッパ特許公報ＥＰ－Ａ－３５４，
８３５に記載されているＮ－（メルカプトアルキル）－ω－ヒドロキシアルキルアミド及
びヨーロッパ特許公報ＥＰ－Ａ－３６８，７６３に記載されているＮ－モノ－又はＮ－ジ
アルキルメルカプト－４－ブチルアミド、ヨーロッパ特許公報ＥＰ－Ａ－４３２，０００
に記載されているアミノメルカプトアルキルアミド及びヨーロッパ特許公報ＥＰ－Ａ－５
１４，２８２に記載されているアルキルアミノメルカプトアルキルアミド、並びにフラン
ス特許公報ＦＲ－Ａ－２，６７９，４４８に記載されているチオグリコール酸２－ヒドロ
キシプロピル（２／３）及びチオグリコール酸２－ヒドロキシ－１メチルエチル（６７／
３３）の混合物。
【００２３】
　好ましい還元性化合物は、特にチオグリコール酸及びそのエステル、システアミン及び
システインから選択される。本発明で特に好ましい還元剤は、チオグリコール酸及びその
エステル、特にモノチオグリコール酸グリセリル又はモノチオグリコール酸グリコールな
どや、チオグリコール酸アンモニウム又はシステインである。
【００２４】
　還元剤の量は、通常組成物の合計重量に対して０．１％～２５重量％の間、好ましくは
１％～１５重量％の間である。
【００２５】
　本発明の方法で使用し得る還元性組成物は、好ましくは５～１１の間、より好ましくは
６．５～１０の間のｐＨを有する。
【００２６】
　還元性組成物のｐＨは、任意に酸性化剤、たとえば塩酸、酢酸、乳酸又はホウ酸、又は
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アンモニア、モノエタノールアミン、重炭酸アンモニウムなどの塩基性化剤を加えること
により調整してもよい。
【００２７】
　本発明による方法で使用される組成物はまた、直鎖又は環式の、揮発性又は不揮発性の
シリコーン、カチオン重合体、ペプチド及びその誘導体、たんぱく質水解物、ワックス、
膨潤剤、浸透剤、又は還元剤の効力を増強する薬剤、たとえばＳｉＯ２／ＰＤＭＳ（ポリ
ジメチルシロキサン）混合物、ジメチルイソソルビトール、尿素及びその誘導体、ピロリ
ドン、Ｎ－アルキルピロリドン、チアモルホリノン、アルキレングリコール又はジアルキ
レングリコールのアルキルエーテル、たとえばプロピレングリコールモノメチルエーテル
、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル
及びジエチレングリコールモノエチルエーテル、Ｃ３～Ｃ６アルカンジオール、たとえば
１，２－プロパンジオール及び１，２－ブタンジオール、２－イミダゾリジノン、及びま
たその他の化合物、たとえばパントテン酸、アニオン、カチオン、非イオン、両性イオン
界面活性剤、脱毛防止剤、ふけ取り剤、天然又は合成の、会合性又は非会合性の増粘剤、
懸濁剤、金属イオン封鎖剤、乳白剤、染料、日焼け止め剤、ビタミン又はプロビタミン、
さらに香料及び防腐剤、並びにこれらの混合物などその他の成分を含んでもよい。
【００２８】
　本発明の方法で使用される還元性組成物は、少なくとも１種のカチオン性薬剤を含んで
いることが好ましい。このカチオン性薬剤は、重合体であることが好ましい。挙げること
ができるカチオン重合体としては、ＩＮＣＩ名ポリクオタニウム１０（Ｐｏｌｙｑｕａｔ
ｅｒｎｉｕｍ　１０）及び塩化ヘキサジメトリン（Ｈｅｘａｄｉｍｅｔｈｒｉｎｅ　Ｃｈ
ｌｏｒｉｄｅ）として知られている製品がある。
【００２９】
　本発明の方法で使用される組成物は、増粘性又は非増粘性のローション、クリーム、ゲ
ル又は任意のその他の適当な形態であり得る。
【００３０】
　アイロンは、次々に数秒間ずつ触れることにより、あるいは髪の房に沿って徐々に移動
しもしくは滑らせることにより当ててもよい。
【００３１】
　本発明に従って使用し得るアイロンの例として、すべてのタイプのフラット又は円筒形
アイロンが挙げられ、それらに限定されるものではないが特に、米国特許公報第４，１０
３，１４５号、同第４，３０８，８７８号、同第５，９８３，９０３号、同第５，９５７
，１４０号、同第５，４９４，０５８号及び同第５，０４６，５１６号に記載されている
ものを挙げることができる。
【００３２】
　本発明による方法は、ヘアスタイリストの手及びモデルの頭皮をやけどさせるかもしれ
ない水蒸気が実質的に発生するのを避けるために、アイロンを使用する前にドライヤーで
毛髪を予備乾燥する追加のステップを含んでもよい。
【００３３】
　本発明による方法はまた、乾燥した毛髪に、すなわちアイロンを使用した後で、酸化性
の組成物を適用する追加の固定ステップを含んでもよい。
【００３４】
　この酸化性（又は固定化）組成物は、過酸化水素又は過酸化水素水溶液、及び尿素過酸
化物；臭素酸アルカリ金属；過ホウ酸や過硫酸などの過酸塩；及びペルキシダーゼや２電
子オキシドレダクターゼなどの酵素から選択し得る。過酸化水素又は前記臭素酸塩の使用
が特に好ましい。
【００３５】
　過酸化水素水溶液の濃度は、１～１０倍体積希釈の範囲であり得るが、好ましくは６～
８倍体積希釈である。
【００３６】
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　酸化性組成物の合計重量に対して、臭素酸塩の濃度は、通常１～１２重量％であり、過
酸塩の濃度は通常０．１～１５重量％である。
【００３７】
　本発明の他の主題は、毛髪をスムージングするために本発明の方法を使用することであ
る。
【００３８】
　以下の実施例を、本発明の例示として示す。
【実施例１】
【００３９】
　以下の組成を有するスムージング用クリームを調製した。割合は重量パーセントで表わ
す。
　
【表１】

【００４０】
　上記にその組成を示した、スムージング用クリームを用いて、カラーリングした毛髪を
持つ９名のアジア人モデルにスムージング操作を行った。
【００４１】
　洗った、濡れた毛髪にスムージング用クリームを適用し、毛髪を還元するのに十分な時
間毛髪に接触させておき、次いですすぎ落とした。次いで毛髪をタオルで乾燥し、ドライ
ヤーを用いて予備乾燥し、次いで１８０℃に加熱したフラットアイロンで一房ごとに滑ら
かにした。次いで固定化剤（１２倍希釈の過酸化水素水溶液、ｐＨ３）を、乾燥した毛髪
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に直接つけ、所与の形状を固定化するように毛髪と接触させておき、次いですすぎ落とし
た。次いで毛髪をドライヤーで乾燥した。
【００４２】
　カールのとれ具合及びもつれのほぐれ具合は、湿った毛髪でも乾燥した毛髪でも非常に
優れている。
【００４３】
　根元から先端まで滑らかで扱いやすい毛髪が得られる。毛髪は被覆され、処理されてお
り、活力がある。この処理は、毛髪を柔軟化せずに優れたコスメティック特性をもたらし
、スムージング効果を増幅させる。
【実施例２】
【００４４】
　割合を重量パーセントで示した、以下の化合物からローションを調製した。
　
【表２】

【００４５】
　このローションを、カールを解いた直後の毛髪に適用する。ヘアドライヤーを用いて予
備乾燥した後、１８０℃に加熱したフラットアイロンを用いて房ごとに滑らかにする。こ
れによって扱いやすい、活力のある毛髪が得られる。
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